
■社風発見インターンシップでは、学生さんに会社の理念や
アピールポイントを5日という短い期間で感じ取っていた
だき、大変嬉しく思います。当社のインターンシップは「す
ごいこと」をしていただくのではなく、日常の仕事のありの
ままにご体験いただきました。その日常の中で、得ていた
だくものがあれば幸いです。

■ほとんどの学生さんがインターンシップを通しての気づき
から、今の自分に足りないものは何か、そして今後はどうし
ていきたいかを考えておられ、インターンシップの成果が
感じられました。

■インターンシップ生を受け入れたことで、若い方からの視
点の意見をいただき、大変刺激的であると感じておりま
す。ありがとうございました。

■就活時期でない学生さんと交流できることを大変ありが
たく感じています。

■インターンシップや企業説明会で大学の担当者の方や
学生さんと交流することができるので、少しでもいろ
んな接点を持ちたい私たちのような中小企業にとって
はすごくありがたいです。

■様々な大学関係者の方や他社との接点を持つことが
でき、意見交換ができるのは素晴らしい機会を提供い
ただいていると思います。

■参加させていただいたおかげで各大学への関係が深
くなりました。

■インターンシップを通して、学生さんの成長を感じてお
ります。また、他社の取り組みを知ることで自社の取り
組みの参考にすることができました。

会員企業の声



協議会定時総会

関連情報の提供
インターンシッププログラムの開発、PBLに関する研究開発

着実な採用を目指して

学生の地元定着促進や地域の中小企業における人材育成が急がれる中、平成
24年度から始まった滋賀県、京都府、奈良県の大学及び産業界の連携による
「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業」（文部科学省）
は、府県の枠を超えたインターンシップに取り組み、低年次向けや課題解決
型、中長期など様々なプログラムを展開し、大きな成果を上げてきました。
平成28年度には、これらの取り組みをさらに発展させるために、滋京奈地域
人材育成協議会を設立し、地域社会との結びつきを深めながら、産業界等と
連携しつつ、地域で活躍する人材育成と、地域への還元を通じて、地域社会
の発展に寄与しています。
つきましては、今後もより一層の取り組みを進めるため、地域経済を支える
産業界、教育を担う大学等の積極的なご参画をお待ちしております。
本趣意を充分ご理解いただき、ぜひとも我々と共に地域を担う若者の育成に
ご協力賜りますようお願い申し上げます。

協議会　会長
（奈良女子大学　学長）

今岡　春樹


